
1961年1月16日第3種郵便物認可　1991年5月1日　第368号（毎月1回1日発行1部50円）

物言物碧雲拶霜解三物解物際物β物解詔拶渉影編物鍵盤拶詔詔繕物解拶拶詔〃〃

No．368　　　　　　　　　　1991、5

　　　　　　　『高当山真旨票智長害薗弐

　　　　　　　　（金堂へ向かう竹内新管長の一行）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一撮影Don　Faber一

品全日本仏教会JAPAN　BUDDHIST　FEDERATI・N



仏全1991年5月1日

　
本
会
は
、
去
る
二
月
六
日
の
理
事
・
評
議
員
会
に

お
い
て
、
「
湾
岸
戦
争
に
対
す
る
全
日
本
仏
教
会
平

和
ア
ピ
ー
ル
」
を
採
択
し
た
。
つ
づ
い
て
、
二
月
二

十
日
の
常
務
理
事
会
で
、
「
平
和
ア
ピ
ー
ル
」
採
択

に
伴
う
具
体
的
対
応
策
と
し
て
、
湾
岸
戦
争
の
難

民
・
被
災
民
を
救
援
す
る
た
め
、
加
盟
団
体
及
び
一

般
の
仏
教
徒
か
ら
浄
財
を
募
り
、
赤
十
字
国
際
委
員

会
（
I
C
R
C
）
を
通
し
て
、
難
民
救
援
事
業
に
あ

て
る
と
の
承
認
を
得
た
。

　
そ
の
後
、
本
会
は
救
援
活
動
の
一
環
と
し
て
、
全

国
的
な
募
金
活
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
、
加
盟
団
体
の
湾
岸
戦
争
難
民
・
被
災
民
救
援
に

関
す
る
対
応
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

湾
岸
戦
争
難
民
救
援
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
各
加
盟
団
体
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
月
三
十
日
現
在
）

〔
曹
洞
宗
〕

　
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
U
N
H
C
R
）

よ
り
、
曹
洞
宗
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
（
S
V
A
）
へ
協

力
の
要
請
が
あ
っ
た
。
現
在
、
宗
派
全
寺
院
へ
募
金

を
依
頼
。
宗
会
で
宗
務
総
長
が
所
信
表
明
を
行
う
。

約
一
億
円
相
当
を
U
N
H
C
R
へ
寄
付
を
す
る
予 定

。
四
月
十
二
日
、
第
一
回
分
と
し
て
四
千
万
円
を

U
N
H
C
R
へ
寄
付
。

〔
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
〕

　
二
月
十
一
日
開
催
の
宗
会
で
「
た
す
け
あ
い
募
金
」

よ
り
寄
付
を
決
定
。
二
月
二
十
七
日
、
一
千
万
円
を

赤
十
字
国
際
委
員
会
（
I
C
R
C
）
へ
寄
付
。

〔
真
宗
大
谷
派
〕

　
全
仏
が
提
案
し
た
募
金
協
力
を
行
う
。

〔
浄
土
宗
〕

　
二
月
十
入
日
、
宗
議
会
で
宗
会
議
員
よ
り
各
一
万

円
の
募
金
を
行
う
。
「
湾
岸
戦
争
に
対
す
る
浄
土
宗

平
和
ア
ピ
ー
ル
」
を
発
表
。
「
湾
岸
戦
争
難
民
救
済

緊
急
募
金
」
を
実
施
。
四
月
二
十
四
日
、
二
千
万
円

を
、
U
N
H
C
R
へ
寄
付
。

〔
日
蓮
宗
〕

　
「
平
和
ア
ピ
ー
ル
文
」
を
出
す
。
三
月
四
日
、
U

N
H
C
R
へ
一
千
万
円
を
寄
付
。
三
月
十
五
日
「
世

界
立
正
平
和
祈
願
祭
」
を
行
う
。

〔
高
野
山
真
言
宗
〕

　
二
月
十
三
日
、
平
和
祈
願
法
要
を
行
っ
た
。
同
日

に
、
二
百
万
円
を
日
本
赤
十
字
社
和
歌
山
県
支
部
へ

寄
付
。
九
月
末
ま
で
募
金
運
動
を
展
開
す
る
。

〔
臨
済
宗
妙
心
寺
派
〕

　
宗
会
で
湾
岸
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
全
仏
の
「
平

和
ア
ピ
ー
ル
」
に
基
づ
く
募
金
協
力
を
行
う
。

〔
天
　
台
宗
〕

　
宗
会
で
湾
岸
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
山
田
座
主
の

名
で
ロ
ー
マ
教
皇
へ
親
書
を
送
る
。
平
和
祈
願
法
要

を
行
う
。
二
月
二
十
四
日
「
天
台
宗
ア
ピ
ー
ル
」
を

発
表
。
一
億
円
を
目
標
に
救
援
募
金
活
動
を
行
う
。

四
月
二
十
三
日
、
二
千
万
円
の
拠
出
金
を
U
N
H
C

R
へ
寄
付
。

〔
真
鳥
餌
智
山
派
〕

　
二
月
二
十
六
日
、
宗
規
に
お
い
て
、
宗
務
総
長
が

所
信
表
明
演
説
で
湾
岸
問
題
と
、
全
仏
の
理
事
・
評

議
員
会
及
び
常
務
理
事
会
の
経
過
を
取
り
上
げ
た
。

宗
派
各
寺
院
へ
募
金
活
動
を
依
頼
す
る
。
三
月
一
日

に
「
戦
争
犠
牲
者
追
悼
法
要
」
を
行
う
。
ア
ピ
ー
ル

文
を
出
す
。

〔
真
言
宗
豊
山
派
〕

　
宗
会
で
湾
岸
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
宗
務
総
長
、

宗
会
議
長
名
で
ア
ピ
ー
ル
文
を
発
表
、
宗
派
各
寺
院

へ
募
金
活
動
を
依
頼
す
る
。
四
月
十
日
、
一
千
万
円

を
日
赤
へ
寄
付
。

〔
全
日
本
仏
教
青
年
会
〕

　
全
週
の
協
賛
で
、
三
月
二
十
七
日
に
全
国
一
斉
托

鉢
を
行
う
。

　
（
な
お
、
全
日
本
仏
教
会
へ
拠
出
さ
れ
た
浄
財
一

覧
、
及
び
各
団
体
の
こ
れ
以
後
の
対
応
に
つ
き
ま
し

て
は
、
次
号
に
掲
載
い
た
す
予
定
で
す
）
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1991年5月1日
仏全

「
同
宗
連
」
結
成
十
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
　
　
都
　
　
で

　
　
「
同
宗
連
」
結
成
十
周
年
記
念
式
典
が
、
去
る
四

月
十
一
日
、
京
都
市
上
京
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
京
都

で
開
催
さ
れ
た
。

　
一
九
入
一
年
に
砂
防
会
館
に
お
い
て
、
「
い
ま
、

わ
れ
ら
、
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
、
大
地
に
立
ち
、
一

切
の
差
別
を
許
さ
な
い
厳
し
い
姿
勢
を
律
し
つ
つ
、

相
携
え
て
、
あ
ら
た
な
宗
教
者
た
ら
ん
」
と
の
宣
言

の
も
と
に
結
成
さ
れ
た
『
同
和
問
題
』
に
と
り
く
む

宗
教
教
団
連
帯
会
議
（
略
称
「
同
宗
連
」
）
は
、
本

年
結
成
十
周
年
を
迎
え
た
。
そ
の
節
目
と
も
い
う
べ

き
年
に
あ
た
り
、
決
意
を
新
た
に
す
べ
く
、
結
成
十

周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
当
日
は
、
「
同
宗
連
」
加
盟
の
仏
教
、
キ
リ
ス
ト

教
、
神
道
、
新
宗
教
、
教
派
神
道
な
ど
の
諸
団
体
か

ら
、
約
百
六
十
名
が
参
加
、
結
成
十
周
年
を
祝
っ
た
。

　
午
後
一
時
半
か
ら
開
会
式
が
あ
り
、
ま
ず
「
同
宗

連
」
議
長
・
増
野
正
弘
氏
が
主
催
者
を
代
表
し
て
挨

拶
。
つ
づ
い
て
、
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
執
行
委

員
長
・
上
杉
佐
一
郎
氏
、
東
京
人
権
啓
発
企
業
連
絡

会
専
務
理
事
・
天
辰
哲
男
氏
、
全
国
同
和
教
育
研
究

協
議
会
委
員
長
・
寺
澤
亮
一
氏
が
来
賓
挨
拶
。
浄
土

宗
同
和
推
進
事
務
局
参
与
・
蓮
池
瑞
旭
師
が
、
「
『
同

宗
連
』
十
年
の
歩
み
」
と
題
し
て
報
告
を
行
い
、
開

開
　
　
催
1
一

会
式
を
終
了
し
た
。

　
休
憩
の
後
、
午
後
二
時
半
か
ら
記
念
行
事
と
し

て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
本
門
佛
立
宗
庶

務
部
長
・
加
藤
書
面
師
の
司
会
で
、
パ
ネ
ラ
ー
に
は

N
H
K
解
説
委
員
・
福
田
雅
子
、
日
本
基
督
教
団
平

安
教
会
牧
師
・
小
野
一
郎
、
新
日
本
宗
教
団
体
連
合

会
事
務
局
長
・
水
野
義
之
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
基

幹
運
動
本
部
中
央
相
談
員
・
岩
本
孝
樹
、
部
落
解
放

研
究
所
事
務
局
長
・
友
永
健
三
の
愚
輩
が
あ
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
発
題
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
福
田
氏
は
、
被
差
別
部
落
の
取
材
を
通
し

て
、
人
権
問
題
へ
の
関
心
を
抱
い
た
経
緯
を
話
し

た
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
風
よ
陽
よ
墓
標
に
』
の

番
組
制
作
の
過
程
に
扱
っ
た
、
差
別
戒
名
の
問
題
の

赤
裸
々
な
状
況
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
小
野
氏
は
、
一
九
一
二
年
の
「
三
教
合
同
」
か
ら

一
九
三
九
年
の
「
宗
教
団
体
法
」
制
定
に
至
る
話
し

に
及
ん
だ
。
宗
教
者
の
本
源
と
す
る
も
の
は
、
命
の

尊
厳
を
守
る
事
に
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
宗
教
の
違

い
を
無
く
し
、
連
帯
し
て
行
く
事
が
で
き
る
。
即

ち
、
宗
教
者
自
身
が
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
か

と
い
う
事
を
み
つ
め
直
す
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
、

と
問
い
か
け
．
た
。

　
水
野
氏
は
新
宗
連
同
和
推
進
連
絡
協
議
会
（
略
称

「
同
推
協
」
）
の
設
立
に
ふ
れ
、
日
本
の
宗
教
者
が

部
落
問
題
へ
の
認
識
を
も
つ
契
機
と
な
っ
た
W
C
R

P
m
と
、
新
宗
教
が
発
展
期
か
ら
成
熟
期
へ
と
移
行

し
た
時
期
、
そ
し
て
「
同
通
魔
」
の
設
立
が
一
致
す

る
、
と
の
経
緯
を
話
し
た
。

　
岩
本
師
は
自
身
が
委
員
を
務
め
る
奈
良
県
宗
教
者

同
和
教
育
推
進
会
議
（
略
称
「
奈
宗
同
」
）
の
現
況

を
報
告
し
、
「
同
宗
連
」
の
活
動
に
は
教
団
同
士
の

連
帯
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
ま
で

の
歩
み
は
教
団
ご
と
の
、
独
自
性
を
主
張
す
る
活
動

で
し
が
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
我
々

宗
教
者
と
し
て
の
真
に
必
要
な
連
帯
は
、
教
団
同
士

で
は
な
く
、
む
し
ろ
被
差
別
者
と
な
の
で
は
な
い

か
、
と
の
問
題
提
起
を
行
っ
た
。

　
友
永
氏
は
「
同
宗
連
」
の
今
後
の
活
動
に
対
し

て
、
六
項
目
の
問
題
提
起
を
行
っ
た
。
①
宗
教
者
の

役
割
は
、
自
身
が
考
え
る
以
上
に
非
常
に
大
き
い
と

い
う
事
を
自
覚
す
る
。
②
宗
教
は
創
成
期
に
は
、
そ

の
時
代
に
虐
げ
ら
れ
た
人
々
と
結
び
付
い
て
き
た
と

い
う
、
宗
教
の
原
点
に
、
帰
る
。
③
宗
教
者
も
否
応

無
く
、
国
際
化
の
波
に
影
響
さ
れ
る
。
④
個
々
の
宗

教
者
に
よ
る
差
別
発
言
だ
け
が
差
別
で
は
な
い
。
⑤

教
団
を
挙
げ
て
部
落
解
放
問
題
に
取
り
組
む
。
⑥

「
同
宗
連
」
設
立
時
の
初
心
に
帰
る
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
と
の
間
で
盛
ん
な
質
疑
応
答
が

あ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
終
了
し
た
。
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牧
　
浩

代田計士

正長谷川士

追
丁

公認

弁

　
各
寺
院
に
対
す
る
税
務
調
査
が
き
び
し
さ
を
増
し

て
い
る
。
特
に
寺
（
宗
教
法
人
）
と
住
職
（
個
人
）

の
会
計
上
の
区
分
に
関
し
て
は
、
相
当
に
突
っ
込
ん

だ
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
状
況

の
中
で
、
住
職
の
側
で
も
、
あ
る
程
度
は
個
人
名
義

の
資
産
を
確
立
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
き
た
。
そ

こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
住
職
・
寺
族
の
「
退
職

金
」
や
「
年
金
」
の
制
度
だ
。
今
号
で
は
、
こ
う
し

た
問
題
に
詳
し
い
公
認
会
計
士
の
田
代
細
面
と
、
本

会
顧
問
弁
護
士
の
長
谷
川
正
浩
師
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
聞
き
手
　
社
会
部
長
・
野
生
司
祐
宏

－
現
状
で
は
、
「
退
職
金
規
定
」
な
ど
定
め
て
い

な
い
お
寺
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
は
ど

ん
な
形
で
、
寺
童
の
保
障
が
考
え
て
こ
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

田
代
後
継
者
の
い
な
い
お
寺
で
は
、
住
職
が
亡

く
な
っ
た
後
、
新
し
く
入
寺
さ
れ
る
方
か
ら
、
幾
許

か
の
お
金
を
も
ら
う
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

寺
を
売
買
す
る
よ
う
な
形
で
、
寺
族
の
保
障
を
考
え

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
世
襲
制
で
な
い
寺
の
場
合
、

そ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
寺
族
が
立
ち
退
く
際
に
、
現

実
に
は
何
ら
か
の
名
目
で
お
金
が
出
る
と
い
う
ケ
ー

ス
は
、
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
売
買
契
約
こ
そ
結
び

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
実
質
的
に
寺
の
売
買
だ
と
思
い

ま
す
。

長
谷
川
　
子
供
が
い
な
い
お
寺
で
は
、
こ
れ
ま
で
養

子
縁
組
を
行
う
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

養
子
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
扶
養
の
義
務
を
負
わ

せ
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
養
子
に
老
後
の
世
話
を
し

て
も
ら
う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
最
近
で

は
、
そ
れ
を
い
や
が
る
人
が
増
え
て
い
る
そ
う
で

す
。
新
し
い
人
が
来
た
ら
寺
を
出
た
い
、
し
か
し
裸

で
は
出
ち
れ
な
い
、
そ
こ
で
お
金
が
必
要
と
な
る
わ

け
で
し
ょ
う
。

一
住
職
や
寺
法
の
老
後
保
障
を
考
え
る
と
、
制
度

的
に
は
、
国
民
年
金
な
ど
公
的
な
も
の
、
各
宗
派
な

ど
が
行
っ
て
い
る
共
済
、
そ
し
て
個
人
的
に
生
命
保

険
会
社
や
郵
便
局
な
ど
と
契
約
し
た
保
険
の
三
種
が

あ
り
ま
す
が
…
。

田
　
代
　
公
的
な
年
金
は
、
将
来
破
綻
す
る
恐
れ
も

あ
っ
て
、
あ
ま
り
期
待
で
き
ま
せ
ん
よ
。
宗
派
の
共

済
制
度
は
、
各
氏
の
内
容
が
ま
ち
ま
ち
で
、
性
格
が

は
っ
き
り
し
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
ね
。
全
般
に
金

額
も
少
な
い
で
す
し
。
個
人
年
金
の
保
険
は
、
会
社

に
よ
っ
て
配
当
率
に
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
下
さ
い
。
今
後
は
、
寺
が
住
職
・
寺
田
の
保
障
を

き
ち
ん
と
行
え
る
よ
う
な
状
態
を
作
る
こ
と
が
必
要

で
し
よ
う
。

1
住
職
に
退
職
金
を
出
す
よ
う
に
す
る
に
は
、
具

体
的
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

田
　
代
　
寺
院
規
則
に
定
め
て
い
な
く
て
も
、
例
え

ば
住
職
が
亡
く
な
っ
た
時
、
責
任
役
員
会
で
決
議
す

れ
ば
、
支
払
い
で
き
ま
す
。
た
だ
規
定
が
あ
り
ま
せ

ん
と
、
責
任
役
員
会
の
流
れ
次
第
で
ど
う
な
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
よ
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
退
職
金
規

定
を
作
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

1
新
た
に
退
職
金
の
規
則
を
作
る
場
合
、
注
意
す

る
の
は
ど
ん
な
点
で
し
ょ
う
か
。

田
　
代
　
ま
ず
功
績
倍
率
を
ど
の
程
度
に
す
る
か
が

問
題
と
な
り
ま
す
。
三
倍
位
ま
で
に
す
べ
き
で
し
ょ

う
。
つ
ま
り
最
終
の
月
給
×
勤
続
年
数
×
三
で
す

ね
。
こ
れ
で
も
仮
に
月
給
百
万
円
の
住
職
が
三
十
年

一4一
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間
勤
め
た
と
す
る
と
九
千
万
円
に
な
り
ま
す
。
一
般

の
お
寺
で
は
、
そ
ん
な
に
払
え
っ
こ
な
い
と
思
い
ま

す
。
退
職
金
は
、
寺
で
払
え
る
範
囲
内
で
、
し
か
も

社
会
的
常
識
に
沿
っ
た
線
で
抑
え
る
べ
き
で
し
ょ

う
。
一
般
企
業
で
は
、
役
員
で
な
い
場
合
、
三
十
年

間
勤
め
て
、
二
千
万
円
ち
ょ
っ
と
と
い
っ
た
と
こ
ろ

が
平
均
で
す
。

長
谷
川
　
あ
る
地
方
の
慣
習
で
は
、
住
職
が
退
職
す

る
時
の
功
労
金
は
、
寺
の
年
収
の
三
倍
と
い
う
こ
と

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
。

1
退
職
金
に
対
す
る
税
金
は
、
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

田
　
代
　
退
職
金
は
、
分
離
課
税
で
す
か
ら
有
利
で

す
よ
。
住
職
を
三
十
年
間
勤
め
て
、
仮
に
六
千
万
円

も
ら
う
と
し
ま
す
と
、
約
半
分
は
控
除
の
対
象
と
な

牧氏代田

り
ま
す
。
残
り
の
半
分
に
課
税
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

－
1
全
仏
で
は
、
五
年
霊
前
に
常
務
理
事
会
で
、
住

職
（
代
表
役
員
）
の
老
後
保
障
の
制
度
に
つ
い
て
検

討
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
結
論
が
出

ず
、
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
が
、
も
し
日
本
の
仏

教
界
全
体
で
こ
う
し
た
制
度
を
考
え
る
場
合
、
各
宗

の
共
済
制
度
と
競
合
す
る
よ
う
な
内
容
で
す
と
、
な

か
な
か
創
設
す
る
こ
と
が
む
つ
か
し
い
と
い
う
こ
と

が
、
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

田
　
代
　
こ
う
し
た
制
度
で
は
、
自
分
（
個
人
）
が

掛
け
て
、
そ
れ
を
将
来
ま
た
自
分
で
受
け
取
る
と
い

う
形
で
し
た
ら
、
何
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
金

の
掛
金
を
寺
（
法
人
）
で
払
う
こ
と
が
可
能
か
ど
う

か
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

長
谷
川
　
そ
う
し
た
点
で
は
、
現
在
、
日
蓮
宗
が
実長谷川　正　浩　師

施
し
て
い
る
共
済
が
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
よ
。

こ
れ
は
お
寺
（
法
人
）
が
掛
け
て
、
お
寺
（
法
人
）

が
受
け
取
る
と
い
う
形
で
す
。
そ
し
て
万
一
の
場
合

は
、
お
寺
に
入
っ
た
保
障
金
を
住
職
個
人
が
受
け
取

れ
る
よ
う
、
前
も
っ
て
寺
院
規
則
を
定
め
て
お
く
わ

け
で
す
。

－
厚
生
省
の
方
針
で
、
平
成
元
年
の
四
月
か
ら
、

全
て
の
お
寺
（
法
人
）
が
厚
生
年
金
へ
切
り
替
え
る

よ
う
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
あ
ま
り
進

ん
で
い
な
い
よ
う
で
す
。
理
由
は
多
く
の
お
寺
で
メ

リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
手
続
き
が
面

倒
な
せ
い
だ
と
思
い
ま
す
。

長
谷
川
　
厚
生
年
金
に
入
る
に
は
、
新
規
適
用
届
、

新
規
適
用
事
業
所
現
況
書
、
被
保
険
者
資
格
取
得

届
、
被
扶
養
者
届
、
法
人
登
記
簿
謄
本
、
預
金
口
座

振
替
依
頼
書
、
従
業
員
名
簿
、
出
勤
簿
、
賃
金
台

帳
、
源
泉
所
得
税
の
領
収
証
な
ど
の
書
類
を
整
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
毎
月
の
掛
金
も
高
い
で
す
し
、

何
よ
り
も
、
法
人
の
会
計
処
理
を
相
当
厳
密
に
や
っ

て
い
な
い
と
加
入
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も

全
仏
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
法
人
会
計
の
処
理
を
き

ち
ん
と
や
る
よ
う
啓
発
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す

が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
本
日
の
お
話
に
あ
り
ま
し
た

通
り
、
住
職
・
寺
族
の
保
障
を
制
度
的
に
ど
う
位
置

づ
け
る
か
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
編
集
部
）
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黒
澤
明
監
督
の
「
八
月
の
狂
詩
曲
」
が
、
各
方
面

の
話
題
を
集
め
て
い
る
。
芥
川
賞
受
賞
作
の
『
鍋
の

中
』
を
原
作
と
し
た
こ
の
映
画
は
、
美
し
い
自
然
描

写
の
中
に
、
ど
こ
と
な
く
宗
教
的
な
薫
り
が
漂
う
秀

作
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
映
像
芸
術
に
造
詣
が
深
い
、
本
会
元
社

会
部
次
長
・
上
田
則
夫
師
（
真
言
宗
豊
山
派
不
動
院

副
住
職
）
に
、
こ
の
作
品
が
何
故
に
、
か
く
も
現
代

人
の
魂
を
捉
え
、
感
動
を
与
え
る
の
か
、
論
じ
て
い

た
だ
い
た
。

原
作
は
『
鍋
の
中
』

　
全
日
本
仏
教
会
に
、
こ
の
映
画
の
推
薦
依
頼
が
あ

っ
た
と
い
う
。
「
仏
教
」
を
直
接
取
り
上
げ
た
作
品

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
お
断
り
し
た
と
聞
く
が
、

確
か
に
「
仏
教
」
映
画
で
は
な
い
。
た
だ
こ
の
映
画

に
は
、
あ
る
種
の
宗
教
的
な
匂
い
が
あ
る
。

　
上
映
時
間
一
時
間
三
十
照
降
。
黒
澤
明
の
監
督
作

品
と
し
て
は
比
較
的
短
尺
な
、
詩
情
溢
れ
る
愛
す
べ

き
小
品
で
あ
る
。
前
作
『
夢
』
の
「
失
わ
れ
た
自
然

と
、
失
わ
れ
た
人
の
心
に
対
す
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
引
き
継
い
で
い
る
作
品
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。
原
爆
批
判
や
現
代
人
批
判
を
、
ス
ト
レ

ー
ト
に
語
り
す
ぎ
る
と
こ
ろ
が
難
点
で
は
あ
る
が

（
前
作
『
夢
』
ほ
ど
ひ
ど
く
は
な
い
）
、
や
や
観
念

的
な
内
容
を
、
天
才
的
な
映
像
表
現
と
、
巧
み
な
映

画
作
術
で
立
派
な
娯
楽
映
画
に
仕
上
げ
て
い
る
。

　
原
作
は
、
村
田
喜
代
子
の
芥
川
賞
受
賞
作
『
鍋
の

中
』
。
四
人
の
孫
た
ち
が
、
夏
休
み
を
田
舎
の
お
祖

母
さ
ん
の
家
で
過
ご
し
、
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
体
験

を
す
る
と
い
う
話
で
あ
る
。

　
お
祖
母
さ
ん
（
村
瀬
幸
子
）
の
実
兄
と
名
乗
る
、

ハ
ワ
イ
の
大
富
豪
の
日
系
人
か
ら
、
是
非
お
祖
母
さ

ん
に
会
い
た
い
と
い
う
手
紙
が
届
く
が
、
お
祖
母
さ

ん
に
そ
ん
な
兄
は
記
憶
に
な
い
。
そ
こ
で
、
お
祖
母

さ
ん
の
息
子
（
井
川
比
佐
志
）
と
娘
（
根
岸
季
衣
）

が
ハ
ワ
イ
に
調
査
に
い
く
。
そ
の
間
、
息
子
の
子
供

と
娘
の
子
供
の
四
人
（
吉
岡
秀
隆
他
）
が
、
お
祖
母

さ
ん
の
家
に
預
け
ら
れ
る
。
ハ
ワ
イ
に
行
き
た
い
孫

た
ち
は
、
お
祖
母
さ
ん
に
実
兄
の
こ
と
を
思
い
出
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
映
画
は

始
ま
る
が
、
こ
の
設
定
、
そ
し
て
人
間
関
係
は
原
作

の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
後
の
話
の
展
開
は
黒

澤
明
（
脚
本
）
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　
黒
澤
明
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
「
原
爆
」
を
取
り
入

れ
た
。
す
な
わ
ち
舞
台
を
長
崎
に
し
て
、
お
祖
母
さ

ん
の
夫
が
被
爆
死
し
て
い
る
と
い
う
設
定
を
加
え

た
。
そ
し
て
原
作
で
は
、
手
紙
に
登
場
す
る
だ
け
の

日
系
人
の
甥
ク
ラ
ー
ク
（
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ギ
ア
）
を

日
本
に
来
さ
せ
る
。
お
祖
母
さ
ん
の
夫
が
被
爆
死
し

た
こ
と
を
知
っ
た
ク
ラ
ー
ク
は
、
ア
メ
リ
カ
人
と
し

て
お
祖
母
さ
ん
に
謝
罪
に
来
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
試
写
を
み
た
外
国
人
記
者
か

ら
「
日
本
人
だ
け
が
被
害
者
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い

る
」
と
い
う
批
判
が
集
中
し
た
と
聞
く
が
、
私
は
逆

に
、
こ
の
部
分
に
は
、
自
ら
を
「
地
球
人
」
と
称
す

る
黒
澤
明
の
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
と
区
別
す
る
偏
狭

な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
批
判
が
込
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
る
。
そ
し
て
、
日
系
人
の
甥
の
ク
ラ
ー
ク

は
、
国
境
を
越
え
た
平
和
へ
の
使
者
と
受
け
取
る
べ

き
だ
と
思
う
。

一6一

　噌
胃



1991年5月1日仏全

卓
越
し
た
自
然
描
写

　
こ
の
映
画
に
は
、
ま
る
で
教
育
映
画
の
よ
う
に
説

明
的
な
場
面
が
あ
り
（
例
え
ば
、
平
和
公
園
で
孫
た

ち
が
原
爆
批
判
を
す
る
場
面
）
、
そ
の
あ
た
り
が
政

治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
色
の
強
い
映
画
だ
と
誤
解
さ
れ
や

す
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
実
際
的
に
は
こ
の

映
画
、
き
わ
め
て
情
緒
的
な
映
画
で
あ
る
。
豊
穣
な

映
像
が
語
り
か
け
る
無
言
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
心
を
傾

け
る
こ
と
、
そ
れ
が
こ
の
映
画
の
正
し
い
鑑
賞
の
仕

方
で
あ
る
。

　
田
舎
の
夏
の
風
景
描
写
が
実
に
美
し
い
。
卓
越
し

た
自
然
描
写
で
あ
る
。
ア
ニ
メ
『
と
な
り
の
ト
ト

ロ
』
の
夏
の
風
景
も
秀
技
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
描

か
れ
る
夏
の
自
然
は
も
っ
と
繊
細
で
、
表
情
が
豊
か

で
あ
る
。

　
そ
し
て
詩
情
溢
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
数
々
。
お
祖

母
さ
ん
が
孫
た
ち
に
話
す
河
童
の
話
、
森
の
心
中
杉

の
話
、
そ
の
映
像
の
愛
し
さ
、
不
気
味
さ
。
夕
暮
れ

の
縁
側
で
、
二
人
の
老
婆
が
向
か
い
合
っ
て
、
無
言

の
会
話
を
か
わ
し
な
が
ち
時
を
過
ご
し
て
い
る
シ
ー

ン
。
月
あ
か
り
の
庭
で
、
甥
ク
ラ
ー
ク
が
お
祖
母
さ

ん
に
謝
罪
す
る
シ
ー
ン
。
こ
れ
ら
は
、
月
並
み
な
言

い
方
で
あ
る
が
、
忘
れ
か
け
て
い
た
何
か
懐
か
し
い

も
の
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
美
し
く
、
暗
示
的
な
場
面
が
あ
る
。

そ
れ
は
お
祖
母
さ
ん
の
夫
の
法
要
シ
ー
ン
で
あ
る
。

仏
像
も
な
く
僧
侶
も
い
な
い
小
屋
で
、
お
祖
母
さ
ん

と
そ
の
仲
間
た
ち
が
般
若
心
経
を
読
ん
で
い
る
（
仏

教
と
い
う
よ
り
、
も
っ
と
土
俗
的
な
信
仰
で
あ
ろ

う
）
。
甥
の
ク
ラ
ー
ク
や
孫
た
ち
も
そ
こ
に
立
ち
会

い
、
一
緒
に
合
掌
す
る
。
カ
メ
ラ
は
そ
れ
ら
を
撮
っ

た
後
、
地
面
を
行
列
し
て
い
る
蟻
を
写
す
。
読
経
の

中
を
蟻
の
行
列
は
ど
ん
ど
ん
進
み
、
一
本
の
真
赤
な

ば
ら
の
花
に
登
っ
て
い
く
。
こ
の
映
画
で
は
、
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
の
「
野
ば
ら
」
が
度
々
流
れ
、
重
要
な
モ

チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ば
ら
に
登
る
蟻
の

シ
ー
ン
は
、
そ
れ
に
連
動
す
る
象
徴
的
な
シ
ー
ン
で

あ
る
。映
画
史
上
に
残
る

　
　
　
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

　
こ
れ
ら
の
映
像
を
ち
り
ば
め
て
ド
ラ
マ
は
進
ん
で

い
く
が
、
比
較
的
淡
々
と
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
は
最
後

に
意
外
な
展
開
を
み
せ
る
。
お
祖
母
さ
ん
が
狂
っ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。
お
祖
母
さ
ん
は
、
原
爆
へ
の
恐

怖
や
、
夫
を
亡
く
し
た
悲
し
み
を
心
の
奥
に
封
じ
込

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
の
均
衡
を
保
っ
て
い
た
の
だ

が
（
お
祖
母
さ
ん
の
屈
折
し
た
心
は
、
映
画
の
中
で

は
音
階
の
狂
っ
た
オ
ル
ガ
ン
に
象
徴
さ
れ
て
い
た
）

そ
れ
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　
お
祖
母
さ
ん
の
時
間
は
逆
回
転
を
は
じ
め
る
。
亡

く
な
っ
た
夫
の
服
を
出
し
、
雷
雨
に
「
ピ
カ
が
き

た
」
と
叫
び
、
そ
し
て
翌
朝
、
夫
が
勤
務
し
て
い
た

長
崎
市
の
方
に
向
か
っ
て
走
っ
て
い
く
。

　
こ
の
後
展
開
す
る
映
像
が
凄
い
。
そ
れ
ま
で
絵
画

的
で
静
的
で
あ
っ
た
映
像
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
き

出
す
。
ど
し
ゃ
降
り
の
雨
の
中
を
日
傘
を
さ
し
て
よ

ろ
よ
ろ
走
る
お
祖
母
さ
ん
。
そ
れ
を
追
い
か
け
る
家

族
た
ち
。
皆
、
走
る
走
る
。
画
面
の
右
か
ら
左
へ
走

り
抜
け
る
。
お
祖
母
さ
ん
の
日
傘
は
風
雨
に
煽
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
お
ち
よ
こ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ

ン
、
雨
の
音
が
止
っ
て
、
重
な
る
「
野
ば
ら
」
の
合

唱
。　
た
ぶ
ん
映
画
史
上
に
残
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
ー

ン
で
あ
ろ
う
。
こ
の
シ
ー
ン
が
語
る
も
の
、
こ
の
走

る
お
祖
母
さ
ん
の
姿
が
訴
え
る
も
の
は
限
り
な
い
。

人
間
存
在
の
は
か
な
さ
、
心
細
さ
、
し
か
し
そ
れ
で

も
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
強
さ
（
蟻
の
シ
ー
ン
が
想

起
さ
れ
る
）
。
そ
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
愛
。
そ

し
て
平
和
へ
の
祈
り
等
々
。
こ
の
荘
厳
な
場
面
は
人

智
を
越
え
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
映
画
芸
術
で
あ
る
。

　
こ
の
映
画
『
入
月
の
狂
詩
曲
』
に
は
、
人
間
を
追

求
し
続
け
て
き
た
黒
澤
明
の
、
老
境
入
十
歳
に
し
て

到
達
し
た
人
間
観
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ

の
作
品
は
黒
澤
明
の
遺
言
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

四
人
の
孫
た
ち
は
、
こ
の
映
画
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な

体
験
を
し
た
が
、
観
客
に
と
っ
て
も
こ
の
一
時
間
三

十
八
分
の
体
験
は
貴
重
で
あ
る
。
我
々
は
、
黒
澤
明

の
こ
の
映
像
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
真
摯
に
受
け
と
め
な
く

て
は
な
ち
な
い
。
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寺
院
会
計
入
門
書
の
決
定
版

　
こ
の
た
び
、
新
宿
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス

か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
だ
れ
で
も
で
き
る
お
寺
の
経

理
』
は
、
発
刊
以
来
大
変
に
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
ま
で
、
幾
種
類
も
の
宗
教
法
人
を
対
象
と
し

た
、
経
理
に
関
す
る
入
門
書
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
記
述
が
専
門
的
す
ぎ
て
難

解
だ
っ
た
り
と
、
い
ざ
使
お
う
と
し
て
も
役
に
立
た

な
い
も
の
で
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
本
書
は
画
期
的
な
テ
キ
ス
ト
と

な
る
も
の
で
す
。
そ
の
最
大
の
特
徴
は
、
振
替
伝
票

だ
け
を
使
い
、
お
寺
に
出
入
り
す
る
お
金
の
流
れ
を

記
録
し
て
い
く
、
と
い
う
方
法
を
基
本
に
し
て
い
る

点
に
あ
り
ま
す
。

　
本
書
の
執
筆
に
は
、
本
会
顧
問
弁
護
士
の
長
谷
川

正
浩
師
を
は
じ
め
、
三
名
の
専
門
家
が
当
た
っ
て
お

　
、り1VIIVI　V　IV　III　II

主
な
目
次
を
あ
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
す
。

経
理
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

経
理
の
な
が
れ

振
替
伝
票
に
記
入
す
る

勘
定
科
目
を
整
理
す
る
と

現
金
出
納
帳
の
つ
け
方

総
勘
定
元
帳
へ
の
転
記

試
算
表
の
作
成

皿
決
算

眠
　
迷
い
が
ち
な
問
題

X
　
マ
イ
バ
ウ
ム
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
般
の
ご
住
職
や
士
族
の
方
々

が
、
正
し
く
伝
票
を
起
こ
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
、
最
重
点
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
、
本
書
『
だ
れ

で
も
で
き
る
お
寺
の
経
理
－
宗
教
法
人
会
計
事
務
入

門
』
は
、
各
教
団
、
県
営
教
会
の
役
職
者
は
も
ち
ろ

ん
、
す
べ
て
の
ご
住
職
方
に
必
読
の
書
と
い
え
ま
す
。

　
な
お
、
本
書
に
関
し
ま
す
お
問
い
合
せ
等
は
、
左

記
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〒
一
六
九
　
東
京
都
新
宿
区
新
宿
一
－
一
九
－
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
S
ビ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
法
律
事
務
所
内

　
　
　
　
新
宿
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス

　
　
　
　
　
　
電
話
〇
三
（
三
三
五
二
）
四
五
五
四

　　

ｪ
豊
務
｛
局
懲
録
至
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
四
月
－

　
　
四
日
　
西
本
願
寺
四
百
年
記
念
法
要
参
列

　
　
九
日
■
局
内
会
議

　
　
十
日
　
桜
を
見
る
会

＋
一
日

＋
二
日

＋
八
日

二
士
一
百

二
＋
四
日

二
＋
五
日

同
宗
連
結
成
十
周
年
記
念
式
典
出
席

念
法
真
教
本
山
落
慶
式
参
列

日
宗
連
理
事
会

浄
土
宗
西
山
深
草
派
管
長
晋
山
式
参
列

高
野
山
真
言
宗
管
長
晋
山
式
参
列

局
内
会
議

同
和
委
員
会
（
京
都
）

法
律
相
談
室

お
詫
び

　
前
号
以
来
、
『
全
書
』
誌
の
発
送
が
遅
れ
、
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、

早
急
に
お
届
い
た
す
所
存
で
す
。
こ
こ
に
つ
つ
し
ん

で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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